
  
 

 

 

 
  

 

県南地方は、白河市、西白河郡（西郷村、泉崎村、中島村、矢吹町）、東白川郡（棚倉町、

矢祭町、塙町、鮫川村）の９市町村で構成されています。※ 青の下線文字のクリックで外部リンク先に移動 

東京と仙台のほぼ中間に位置し、交通アクセスについては、西白河地方（白河市）は、新幹

線（新白河駅）で、東京駅から１時間１０分（最速）、仙台駅から５０分（最速）です。東白

川地方（棚倉町）は、ＪＲ水郡線（磐城棚倉駅）で郡山駅から１時間（最速）です。 

太平洋に流れる阿武隈川・久慈川・鮫川の源流域にあたり、豊かな自然環境に恵まれた地域

で、福島・会津と比較して夏は比較的涼しく、冬は福島より低温の傾向にあります。東白川は

福島・会津よりも穏やかで、特に、冬場は日照時間が多い特徴があります。 

 

 

１  県南地方の紹介 
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https://www.city.shirakawa.fukushima.jp/page/page000948.html
https://www.vill.nishigo.fukushima.jp/soshiki/somuka/1007.html
https://www.vill.izumizaki.fukushima.jp/
https://www.vill-nakajima.jp/page/page000415.html
https://www.town.yabuki.fukushima.jp/page/page000014.html
https://www.town.tanagura.fukushima.jp/page/page000261.html
https://www.town.yamatsuri.fukushima.jp/sp/page/page000091.html
https://www.town.yamatsuri.fukushima.jp/sp/page/page000091.html
https://www.town.hanawa.fukushima.jp/page/page000970.html
https://www.vill.samegawa.fukushima.jp/sp/page/page000234.html


 

 

 様々な品目が作られており、令和４年度の農業産出額は福島県内の１２％を占めていま

す。特に、 大玉トマトは県内の出荷量の３１％、ブロッコリーは８１％です。また、乳用牛

は県内の飼養頭数の３０％、豚は３７％を占めています。 

 

 

 

 

① 就農スタイルを決める 

・就農には、雇用就農と独立・自営就農があります。※ 緑の下線文字のクリックで文書内関連部分に移動 

・農業法人で雇用により継続して働きたいのか、農業法人で経験を積んで将来的に独立・自営就

農をするのか、あるいは認定研修機関で研修を行った後に独立・自営就農するのかなど、自分

の就農スタイルとそのためのステップを考えます。 

  

２  就農するまでの流れ 

県南地方の農林水産物生産 



               ※ QR コードのオレンジ枠内のクリックで外部リンク先に移動 

 

・農業法人などが一堂に会する就農相談会が開催されていま

すので、農業法人等から仕事の内容や雇用条件などを対面

で聞くことができます。開催の情報はインターネットで検

索することができます。 

・また、サイト「ふくしま農業求人サイト－みつかる農しご

と」やハローワーク、民間の求人サイトなどで求人情報を

得ることができます。 

・研修生として農業法人などの研修先へ３ヶ月派遣し、雇用

就農を体験する「お試し就農」制度もあります。 

 

② 相談から就農まで（研修を受けた後、認定新規就農者として独立・自営就農する場合） 

ステップ 相談者の方へ 県南農林事務所農業振興普及部 

就
農
相
談 

 農業経営

のイメー

ジを作る 

・どこで農業を行いたいのか、ど
のような作物を作りたいのかな
どをお聞かせください。 

・相談内容について関係機関と共有しな
がら、支援事業等の情報も含めて就農に
必要な情報提供をします。 

・研修を希望する場合は、アグリカレッ
ジ福島や農業法人など認定研修機関につ
いてご紹介します。 

研

修

等 

研

修 

栽培技術

や経営に

ついて学

ぶ 

・目指す農業経営に必要な技術な
どを身につけるとともに、研修
中に農業経営のビジョンを明確
にしてください。 

・認定研修機関での研修中は、定期的に
巡回し、フォローアップを行います。 

就

農

準

備 

就農に必

要なもの

を確保 

・農地、住居、施設機械等の情報
提供や斡旋を市町村や JA から受
けることができます。 

・各種支援事業の申請等を支援します。 

青年等就

農計画の

策定 

・作成した計画を市町村に提出し
て認定されると、認定新規就農
者として各種の事業等が利用で
きます。 

・就農から５年後までの栽培品目や資金
計画等の農業経営の計画や目標の設定を
行う青年等就農計画の策定を支援しま
す。 

農地斡旋

や資金の

申し込み 

・各市町村農業委員会や農地中間
管理機構に農地の斡旋を申し込
んでいただきます。 

・また、資金の調達が必要な場合
は、金融機関に資金の申し込み
を行ってください。 

 

就

農 

 

営農開始  

・就農後は、研修会の開催や先輩農業者
の紹介、定期巡回などを行い、栽培技
術等の研鑽や地域の農業者との交流が
進むよう市町村や JA とともにサポート
をします。 

ふくしま農業

求人サイト－

みつかる農し

ごと  

お試し就農募

集中 

 

雇用就農の場合 

https://koransyo-nouka.jp/
http://www.fnk-syunou.jp/news/pdf/news166-1.pdf


  

  

 

 

 安定した農業経営を行うためには、良い品質の農作物を高い収量で安定して生産する必要が

あります。そのためには、就農する前に、基本的な技術や知識、経営方法についてしっかりと

身につけておかなくてはなりません。このため、希望する場合は、就農前に県が認定した研修

機関（認定研修機関）で研修を受けることができます。 

認定研修機関における研修期間中、研修生（原則、就農予定時に 49 歳以下）は就農準備資金

を活用することができます。 

 

  

県南農林事務所農業

振興普及部 

県南地域（白河市、西郷村、泉崎村、中島村、矢

吹町、棚倉町、矢祭町、塙町、鮫川村）での就農を

希望する方は、お気軽にご相談ください。なお、市

町村やＪＡ等でもご相談に対応しています。 
 

福島県      

農業経営・就農支援

センター 

就農・定着から経営発展までステージに応じた一

貫支援を行っており、就農相談・就農準備に対する

支援を行っています。就農場所が決まっていなくて

も相談でき、経営内容や就農場所、就農に向けた流

れや資金などについて提案を受けることができま

す。 
 

認定研修機関 

県の認定基準を満たし、県が就農に有効と認める研修

を実施する県農業短期大学校等の農業経営者育成教育機

関、先進農家、先進農業法人等です。県南地域の認定研

修機関としては、令和５年３月末時点において 11 機関が

認定されています（右リンクに紹介資料が掲載）。 
 

新規就農者育成

総合対策（就農

準備資金） 

最長２年間、月 12.5 万円（150 万円／年）が助成され

ます。詳細は右リンクをご覧ください。 

 

就農相談窓口 

認定研修機関 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/kennan-nougyoushinkouhukyuu/shuunou.html
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/life/696565_1968665_misc.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/kennan-nougyoushinkouhukyuu/shuunou.html
https://www.maff.go.jp/j/new_farmer/n_syunou/roudou.html


 

 

 新たに農業を始める青年（※）等が青年等就農計画を作成

し、市町村に認定されることが必要です。 

 認定新規就農者になると、要件を満たした場合に青年等就

農資金（無利子融資）、経営発展支援事業、経営開始資金な

どが利用できる利点があります。 

※青年（原則 18 歳以上 45 歳未満）、特定の知識・技能を有する中高年齢者（65 歳未満）、これらの者が役員の過半数を占め

る法人 

 

 

就農までに余

裕をもった準

備期間 

相談後に実際に就農場所や品目を絞り込むまでにはある程度の時間が必

要です。また、農地や住宅の確保、就農計画の策定と認定などには、時間

がかかることが一般的です。就農に関心がある場合には、十分に余裕をも

って相談ください。 

研修期間や就

農後の生活の

ために十分な

資金を準備 

 研修期間中は就農準備資金、就農後は経営開始資金の利用が可能です。

しかし、特にご家族がある場合に更に生活資金が必要となる場合がありま

すので、研修期間中あるいは就農後は経営が安定するまで、資金に不安が

ない状態で就農を目指す必要があります。 

就農前に十分

な技術と知識

を習得 

 農業経験がない場合には、就農前に最低１年以上の研修をして栽培技術

や農業機械の操作、経営管理の知識を習得しておくことが必要です。研修

を受けることで、就農後に相談できる人脈を作ることにもなります。 

地域との積極

的な関わり 

 農業をする上では、農業用水や農道の利用・管理、地域環境の維持など

共同作業が必要な場面が多くあります。地域に溶け込み、住民の人たちと

親しく付き合っていくことが必要です。交流することは、農業技術に関す

る情報交換など経営面でもお互いに良い影響を得ることができます。 

 

  

認定新規就農

者制度 

 

３  就農する前に考えておく必要があること 

認定新規就農者になるには 

https://www.maff.go.jp/j/new_farmer/nintei_syunou.html


 

 

 

４  県内共通就農支援事業一覧 

活用段階 事業・制度名 内容 詳細情報 

相談時 

ふくしま移住希

望者支援交通費

補助金 

18 歳以上、県外在住で、近い将来

に福島県内への移住を希望・検討して

いる方が、１年度にお一人につき１回

限り利用できます。  

研修 

新規就農者育成

総合対策（就農

準備資金） 

最長２年間、月 12.5 万円（150 万

円／年）の助成があります。要件や申

請手続きについては右リンクをご覧く

ださい。  

研修・就農準備 

「住んでふくし

ま」空き家対策

総合支援事業 

移住者等が県内に定住するための空

き家改修等に対する補助があります。 

 

就農 

新規就農者育成

総合対策（経営

開始資金） 

認定新規就農者に対して、最長３年

間、月 12.5 万円（150 万円／年、夫

婦で経営開始した方は、夫婦合わせて

225 万円）の助成があります。交付要

件等があるので、就農予定市町村に相

談ください。 

 

新規就農者育成

総合対策（経営

発展支援事業） 

機械・施設、家畜導入、果樹改植、

機械リース等が対象で、事業費上限

1,000 万円（経営開始資金の交付対象

者は上限 500 万円）です。補助率は、

県支援分の２倍を国が支援するもの

で、例えば、国 1/2,県 1/4,本人 1/4

負担となります。  

 

青年等就農資金 

認定新規就農者に対して、就農に必

要な必要な資金を無利子で最大 3,700

万円貸し付けるものです（返済期間は 

１７年以内でうち据え置き期間は５年

以内）。 
 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/11025b/10000.html
http://www.fnk-syunou.jp/support/seinenkyuhukin.html
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41065b/sundefukushima.html
https://www.maff.go.jp/j/new_farmer/n_syunou/roudou.html
https://www.maff.go.jp/j/new_farmer/n_syunou/hatten.html
https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/seinen.html


 

※令和５年４月時点 

要件や補助内容の詳細については各市町村にお問い合わせください。 

支援内容 白河市 西郷村 泉崎村 中島村 矢吹町 棚倉町 塙町 矢祭町 鮫川村 

専門指導員による相談 ○    ○     

就農体験 ○         

就農者支援金     ○     

農業用機械の導入 ○ ○   ○ ○    

農業用施設の導入      ○    

パイプハウスの導入  ○        

研修、資格取得  ○        

省力化・安全向上に繋が

る農業用機械、器具購入

経費、業務委託費 

      ○   

新規就農支援住宅         ○ 

 

 

 

 

 

 

「ふくのう」に掲載された９名の先輩就

農者のインタビュー動画です。各市町村が

それぞれ就農した先輩生産者を訪問して撮

影しています。 

 

 

 

５  市町村独自の就農希望者・認定新規就農者に対する支援事業一覧 

令和５年度福島県及び 

福島県内の市町村・ＪＡ

の就農支援策は右リンク

をご覧ください  

６  先輩就農者の声 

http://www.fnk-syunou.jp/support/support.html
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/kennan-nougyoushinkouhukyuu/senpai.html
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/kennan-nougyoushinkouhukyuu/senpai.html


 

 

 

 

新規就農を考
えている方が
活用できる制
度をご紹介し
ます(パンフ有) 

（農政課）  

 

 

西郷村の農業 

(産業振興課) 

 

 

農業をはじめ
たい方へ 

(産業経済課) 

 

 

お問合せ先 

(企画振興課) 

 

 

お問合せ先 

(農業振興課) 

 

 

お問合せ先 

(産業振興課) 

 

 

お問合せ先 

(農林推進課) 

 

 

お問合せ先 

(事業課) 

 

 

新規就農ｻｲﾄ 

～ぜひご相談
ください！～ 

(農林商工課) 
  

「ふくのう」 

就農情報 

～県南ｴﾘｱ～ 
 

 

新規就農者 

募集！！ 

(JA 夢みなみ) 

  

各営農センタ

ーで就農前の

ご相談を受け

付けています  

 

 

７  県南地方９ 市町村と２ JAの就農等情報（問合せ先） 

  

お問い合わせ 

福島県県南農林事務所 農業振興普及部 電話：0248-23-1565 

〒961-0971 福島県白河市昭和町 269 番地 

小峰城 

（白河市） 

雪割橋 

（西郷村） 

烏峠稲荷神社 

（泉崎村） 

童里夢公園 

（中島村） 

大池公園 

（矢吹町） 

山本不動尊 

（棚倉町） 

ダリア園 

（塙町） 

久慈川の鮎釣り 

（矢祭町） 

江竜田の滝 

（鮫川村） 

https://www.city.shirakawa.fukushima.jp/data/doc/1693908036_doc_76_0.pdf
https://www.city.shirakawa.fukushima.jp/page/page008616.html
https://www.vill.nishigo.fukushima.jp/sangyo_business/norinsuisangyo/nogyo/index.html
https://www.vill.izumizaki.fukushima.jp/page/dir001732.html
http://www.vill-nakajima.jp/page/dir000096.html
https://www.town.yabuki.fukushima.jp/section.php?code=7
http://www.town.tanagura.fukushima.jp/section.php?code=6
https://www.town.hanawa.fukushima.jp/page/page001223.html
https://www.town.yamatsuri.fukushima.jp/section.php?code=4
https://www.vill.samegawa.fukushima.jp/page/page002632.html
https://start-fukuagri.jp/fukushima/
https://www.ja-yumeminami.or.jp/startup/
https://touzai7.com/
https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/kennan-nougyoushinkouhukyuu/

